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4 保育所合同体育のつど 

10月は畿極験灘4期分の納税月です 
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@ a 
●と き：10 月15 日因11時から 

●ところ：町 民 会 館 

●該当者】大正5年3 月31日までに生まれた人 

※例年どおり赤池町建設業組合のご協力で送迎バスを 

運行します。 

× 

謡懸磁 IA.<c-'--c -' 
赤
池
町
の
敬
老
会
は
、
気
候
な
ど
を
考
慮
し
て
、
今
年
も
十
月
十
五
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
 

町
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
、
千
五
百
十
七
人
（
四
月
一
日
現
在
）
で
、
全
人
ロ
（
 

九
干
九
白
七
十
」
人
）
に
対
す
る
割
合
は
、
 
一
五
・
ニ
％
。
先
日
、
総
務
庁
が
発
表
し
た
全
国
平
 

均
 

一
〇
・
三
％
）
を
四
・
九
％
も
上
回
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
同
率
は
、
 
一
四
‘
七
％
で
ま
す
 

ま
す
高
齢
化
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
離
島
や
農
村
地
帯
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
赤
池
 

で
も
、
産
業
基
盤
が
弱
い
た
め
若
年
層
の
町
外
流
出
と
い
う
こ
と
が
、
理
由
の
ー
つ
に
挙
げ
ら
 

の
で
は
な
 
‘
で
し
ょ
う
か
0
 

ま
た
、
今
年
の
敬
老
会
の
該
当
者
（
来
年
三
月
ま
で
に
七
〇
歳
以
L

に
な
る
人
）
は
、
千
百
人
 

で
、
毎
年
五
十
人
前
後
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

最
高
齢
者
は
今
年
も
堀
田
の
香
野
繁
蔵
さ
A

、
九
 

十
L
歳。 

八
十
八
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
方
が
十
五
人
お
ら
れ
ま
す
。
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▼
町
内
最
高
齢
者
、
香
野
繁
蔵
さ
ん
（
堀
田
）
。
明
治
二
十
一
 

年
一
月
三
日
生
ま
れ
。
九
十
七
歳
。
足
が
少
し
悪
く
外
へ
は
 

出
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
で
も
毎
日
二
合
く
ら
い
お
 

酒
を
飲
ま
れ
る
そ
う
で
す
。
七
人
兄
弟
で
四
人
の
方
が
ご
健
 

在
。
十
人
の
お
孫
さ
ん
と
十
七
人
の
ひ
孫
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
 

す。 

A
 

あかいけちょういわいのちょうじゃばんづけ 

一 赤う也旦J二祝長寿番附 、こ 
東 西 

香 野 繁 蔵（堀 田） 

堀 辰 野（石 松） 

皆 川 ト モ（堀 田） 

山 尾 力 ッ（中町団地） 

秋 元 ミク工（車道2) 

太 田 アキノ（大久保） 

安 武 菊 蔵（薬王寺） 

三 好 ウ メ（猿畑1 ) 

江 頭 ヲッョ（車道1 ) 

久 原 キヌ工（昭和町） 

小田原 イ マ（高見台） 

高 鶴 コハル（皿 山） 

大久保 友 吉（ 原 ） 

藤 岡 ハルョ（大久保） 

浦 田 マ テ（大 

花 田 ャス工（貴船3 ) 

安 延 綱 平（上小路） 

田 中 キ チ（市 津） 

木 村 フジノ（8 の1 ) 

世 良 信 男（上小路） 

木 村 キ ョ（8 の3 ) 

池 田 ヒナコ（大和1 ) 

豊 留 栄 吉（高尾2) 
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欄
 
離
 
幡
 
議
 

（
八
十
八
歳
以
上
四
十
五
人
‘
齢
は
十
月
一
日
翌
）
 

9929292929293

898980909091918989
88888989

88888

深 見 ャ ス（慶寿園） 

皆 川 ョ 子（常 福） 

桑 野 ャ ス（市 津） 

太 田 久 松（中 里） 

伊 丹 ュ キ（伏原1 ) 

白 石 力 ョ（慶寿園） 

今 吉 ト メ（南町2 ) 

太 田 イ ト（薬王寺） 

吉 田 テ ル（上小路） 

加 藤 ト キ（草場下） 

梶 原 リ エ（中町団地） 

太 田 ッネノ（上里1 ) 

山 本 エ ミ（猿畑2) 

久 原 ソメノ（常 福） 

長谷川 治 彦（石 松） 

西 森 夏 代（下寿町） 

定 宗 ミ 子（中 里） 

藤 井 ヲ 力（稲荷2 ) 

池 田 ハギノ（中 組） 

安 延 ハルエ（上小路） 

古野本 ハッョ（貴船1 ) 

野 中 フ ミ（町営伏原） 

孫 

ト老人ホーム天郷荘の敬老会は9月17日に行われました。町3 役や議長、 

副議長、厚生常任委員長も参加。日頃ホームがお世話になっている人など 

も紹待して、歌やおどり、演芸と楽しく、なごやかに手づくりの敬老会で 

お祝いしました。なお、敬老の日に先だち上野、市場両小学校の児童が天 

郷荘、慶寿園のお年寄リに励ましの手紙を書き、郵便局のご好意で無料配 

達されました。 ‘ 

敬老会に関するアンケート調査結果の主なもの（嘉； 1 ,0184 761L 晋IR 75% 

』
八
 

実 施 時 期 送 迎 バ ス 
演 芸 会 

内 容 時 間 

敬老 
の日 

10月 
15日 

10月の 
第3日曜 

その他 
利用 
している 

利用し 
ていない 

送ってく 
れるので 

近いの 

で歩く 
その他 浪 曲 歌謡曲 

今まで 
どおり 

1 時間 
くらい 

1時間半 
くらい 

2 時間 
くらい 

回答数囚 217 491 36 8 510 21 1 36 96 5 240 80 301 162 244 227 

率 囲 28.9 65.3 4.8 1 .0 70.2 29.1 / 
/ / 0.7 32.5 10.8 40.8 25.4 38.2 35.6 

男
 

女
 

別
 

男
 

80人 177 15 1.0 168 95 11 51 0 103 29 92 63 88 81 

29.3% 64.8 5.5 0.4 63.9 36.1 / / 0 39.6 11.2 35.3 27.0 37.8 34 .8 

女
 

147人 292 18 17 334 110 17 51 6 133 53 175 101 150 141 

31.0% 61.6 3.8 3.6 74.2 24.4 / / 1.4 30.2 12.0 40.0 25.5 37.9 35.6 

▼
町
内
女
性
最
長
寿
者
、
深
見
ヤ
ス
さ
ん
。
今
年
一
月
に
小
 

竹
町
か
ら
転
入
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
耳
が
少
し
遠
い
ほ
か
 

は
、
と
て
も
お
元
気
。
現
在
慶
寿
園
に
お
ら
れ
ま
す
が
、
習
 

字
や
お
花
な
ど
の
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
。
力
ラ
オ
ケ
も
 

歌
わ
れ
ま
す
。
ニ
位
の
堀
辰
野
さ
ん
と
は
、
一
房
月
の
違
い
 

で
す
。
A
 

トニ人合わせた年齢が171歳と町内一の長生きご夫婦。 

藤村彦九郎さんは、87歳。ョリさんは84歳。 

奥さんが足が悪く、リハビリのため方城町の福智園にお 

られますが、お二人ともとてもお元気です。 

（下小路）. 

n 月3日・4日 町民文化祭 あなたの作品を多数出品ください。 
赤い羽根共同募金 10月1日 ～12月31日 
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、
，
調
査
票
の
ご
記
入
は
 

ぐ

 

お
済
み
で
す
か
 

十
月
一
日
は
国
勢
調
査
の
日
で
す
。
 

み
な
さ
ん
の
お
宅
に
は
、
も
う
、
調
 

査
票
が
配
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
 

ま
す
が
、
ご
記
入
は
お
済
み
で
し
よ
う
 

か。 
一
日
か
ら
七
日
ま
で
国
勢
調
査
員
が
 

取
り
集
め
に
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
 

お
済
み
で
な
い
方
は
早
め
に
ご
記
入
を
 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

調
査
票
は
 

マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
 

ク
魔
の
薬
4

に
は
 

手
を
出
す
な
ノ
・
 

「
疲
労
回
復
に
効
く
」
「
強
精
剤
」
と
 

い
う
の
は
真
っ
赤
な
ウ
ソ
。
麻
薬
・
覚
 

せ
い
剤
は
、
あ
な
た
の
人
生
を
台
無
し
 

に
し
ま
す
。
 

廿
福
岡
県
覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
禍
絶
 

滅
運
動
 
10 

月
1
日
5
 10 

月
 31 

日
廿
 

エンゼルクイズ 

【第113回出題】 
“ー ’ ー ー ー ’ ’ー ’ 

、、‘' 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますように 

【問題1】 

日本国民は、20歳以上になったら、必ず選 

挙権を有することになるでしょうか。 

A．必ず選挙権がある。 

R 欠格条項（禁治産者）に該当しなければ 

選挙権がある。 

C.選挙によっては選挙権がない場合がある。 

【問題2】 

市、町長は勝手に議会を解散できるか。 

A .政治的判断を要するときにできる。 

B．不信任議決のあったときは解散できる。 

【応募の要領】 

答えを官製ハガキに記入のうえ10月15日ま 

でに赤池町役場総務課文書広報ェンゼルクイ 

ズ係までお送りください。抽せんで正解者3 

人に記念品をお贈りします。 

【第112回の解答】 

1. C 2. B 

応募総数8 通のうち正解者はいませんでし 

た。 

8 月末日住民登録 4 

（前月比） 

人 口10 .037( +23 ) 

男 4.754( +2 ) 

女 5.283( +21 ) 

世帯数 3.345( +3 ) 

国勢 

調査 

調
査
票
は
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
と
 

い
っ
て
調
査
票
に
印
刷
さ
れ
た
二
m

×
 

四
m

の
ロ
内
に
黒
鉛
筆
で
日
の
よ
う
に
 

横
線
を
太
く
、
濃
く
記
入
し
て
い
た
だ
 

く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
記
入
方
法
 

や
記
入
に
当
っ
て
の
注
意
を
 
「
国
勢
調
 

査
に
つ
い
て
の
お
願
い
」
 
に
示
し
て
あ
 

り
ま
す
の
で
記
入
す
る
前
に
よ
く
お
読
 

み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
勢
調
査
に
つ
 

い
て
の
疑
問
や
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
 

り
ま
し
た
ら
、
調
査
員
か
役
場
企
画
係
 

覚せい剤に関する相談は・・・ 

1.ホワイトテレホン（県警保安第ー課） 

TEL . 092(641)4444 

乙九州地区麻薬取締官事務所 

TEL . 092(472)2331 

3.福岡県薬物乱用対策推 

進地方本部 
（福岡県衛生部薬務課内） 

TEL . 092(651)1111 

（内線3085) 

●
 70 
歳
未
満
の
サ
ラ
リ
ー
？
ノ
ソ
ー
土
 
T
 

退
職
者
医
療
制
度
で
扇
 

ご存じですか 
国民健康保険 

三
三
三
三
三
一
」
三
三
三
 

国
民
健
康
保
険
の
 

加
入
者
で
、
会
社
や
 

役
所
・
団
体
・
学
校
 

な
ど
に
永
年
勤
め
て
 

年
金
を
も
ら
っ
て
い
 

る
七
十
歳
未
満
の
人
、
 

お
よ
び
そ
の
家
族
は
 

医
療
に
つ
い
て
は
国
 

民
健
康
保
険
か
ら
離
 

れ
て
、
退
職
者
医
療
 

制
度
に
よ
っ
て
医
療
 

を
受
け
ま
す
。
 

ど
ん
な
給
付
が
 

受
け
ら
れ
る
か
 

退
職
者
医
療
制
度
 

で
診
療
を
受
け
る
場
合
、
次
の
よ
う
な
 

給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

⑥
退
職
者
本
人
 

か
か
っ
た
医
療
費
の
八
割
 

（
自
己
負
担
二
割
）
 

医
療
費
を
 

節
約
し
よ
う
 

①
ま
ず
健
康
づ
く
り
 

医
療
費
節
約
の
基
本
的
対
策
は
ま
ず
 

健
康
づ
く
り
で
す
。
 

偏
食
し
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
 

栄
養
を
と
る
。
 

適
度
の
運
動
を
欠
か
さ
な
い
。
過
労
 

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

あ
り
の
ま
ま
を
 

ご
記
入
く
だ
さ
い
 

国
勢
調
査
の
調
査
票
は
統
計
を
作
る
 

目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
決
し
て
 

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
調
査
員
を
は
じ
 

め
調
査
関
係
者
は
、
統
計
法
と
い
う
法
 

律
に
よ
っ
て
調
査
票
の
内
容
を
他
に
洩
 

ら
し
た
り
す
る
こ
と
を
固
く
禁
じ
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま
を
 

記
入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

行
政
施
策
の
 

重
要
な
資
料
に
 

調
査
の
結
果
に
よ
っ
て
、
現
在
、
抱
 

え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
的
確
に
 

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

町立病院 
受付時間の 

お知らせ 
〇平 日】8時30分～11時30分まで 

〇土曜日：8時30分～11時まで 

ただし急患の場合は除きます。 

※午後からは医師の病棟回診、手術および 

諸行事などがありますので皆様のご協力 

をお願いします。 

⑥
扶
養
家
族
 

外
来
受
診
 
七
割
 

（
自
己
負
担
三
割
）
 

入
 

院
 

八
割
 

（
自
己
負
担
二
割
）
 

廿
お
医
者
さ
先
の
か
か
り
方
廿
 

診
療
を
受
け
る
と
き
は
、
退
職
被
保
 

険
者
証
を
持
参
し
て
、
医
療
機
関
の
窓
 

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

を
避
け
、
十
分
の
睡
眠
と
休
養
を
と
る
。
 

つ
ま
り
、
か
ら
だ
に
充
分
の
抵
抗
力
 

を
つ
け
、
少
々
の
病
気
は
は
ね
返
す
体
 

力
を
ふ
だ
ん
か
ら
つ
く
っ
て
お
き
ま
し
 

よ・フ。 

②
ハ
シ
ゴ
受
診
を
や
め
よ
う
 

ち
ょ
っ
と
病
状
が
は
か
ば
か
し
く
な
 

い
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
他
の
お
医
者
 

さ
ん
に
く
ら
が
え
す
る
。
あ
る
い
は
同
 

生
乞
 

失
り
』
名
”
か
か
』
て
り
』
”
』
て
”
か
』
”
か
』
乞
て
”
』
”
』
て
”
か
か
か
」
”
』
”
』
生
乞
、
、
て
”
」
て
て
”
か
 

待
ち
合
い
室
 

竺
藩
誹
蕪
」
」
 

看
護
は
病
を
持
つ
人
び
と
の
世
か
 

わ
ぎ
 

を
目
指
し
て
な
さ
れ
る
術
で
あ
る
。
 

ナ
 
ー
 
ス
 

看
護
婦
が
よ
り
良
い
、
よ
り
レ
ベ
ル
 

の
高
い
、
よ
り
患
者
さ
ん
に
喜
ば
れ
 

る
看
護
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
進
 

歩
し
続
け
る
臨
床
医
学
を
、
病
院
で
 

働
き
な
が
ら
学
び
、
高
度
サ
ー
ビ
ス
 

を
提
供
し
、
町
民
の
み
な
さ
ま
が
安
 

心
し
て
町
立
病
院
を
利
用
し
て
い
た
 

だ
く
た
め
、
愛
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
 

に
と
心
を
砕
き
、
石
尾
院
長
の
方
針
 

に
基
づ
き
、
全
職
員
で
努
力
し
て
、
 

今
新
し
く
病
院
が
生
れ
変
り
つ
つ
あ
 

り
ま
す
。
 

上
病
棟
3
交
替
勤
務
の
 

現
況
に
つ
い
て
ー
 

当
院
に
お
い
て
は
、
四
十
床
ベ
ッ
 

ド
「
一
類
基
準
看
護
承
認
」
、
患
者
 

ナ
 
ー
 
ス
 

四
人
に
対
し
看
護
婦
一
人
。
配
置
人
 

員
は
看
護
婦
十
六
人
、
看
護
助
手
一
一
 

人
、
日
勤
、
準
夜
、
深
夜
に
よ
る
三
 

交
替
、
二
十
四
時
間
体
制
の
中
で
連
 

携
プ
レ
ー
に
よ
る
継
続
治
療
、
看
護
 

活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

現
在
、
入
院
患
者
数
は
、
内
科
三
 

十
四
人
、
外
科
、
整
形
外
科
含
め
て
 

十
七
人
。
八
月
よ
り
外
科
、
整
形
外
 

科
の
手
術
室
が
オ
ー
プ
ン
し
て
、
火
 

・
木
曜
日
に
手
術
が
行
わ
れ
、
急
患
 

に
よ
る
緊
急
手
術
等
も
あ
り
、
院
内
 

は
活
気
が
み
な
ぎ
つ
て
い
ま
す
。
 

あ
ち
こ
ち
の
病
室
か
ら
は
昼
夜
問
 

ぐ
ぐ
ム
，
》
ん
《
ぐ
ム
、
●
」
ん
」
ん
（
p
●
●
（
I
I
 

ン
 
,
，
一
 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
寄
付
】
 

金
一
封
 

田
中
翠
子
 

【
古
切
手
】
 

匿
 
名
 

2
4
5
枚
 

【
香
典
返
し
】
 

▽
坂
元
一
男
（
草
場
）
▽
平
川
イ
チ
（
 

市
場
）
▽
太
田
シ
ナ
子
（
上
里
）
▽
古
 

川
豊
（
金
田
町
）
▽
加
藤
好
市
（
西
寿
 

町
）
▽
小
松
ァ
ヤ
子
（
大
浦
）
▽
八
島
 

じ
病
気
で
同
時
に
二
人
も
三
人
も
の
お
 

医
者
さ
ん
に
か
か
る
。
こ
う
い
う
ハ
、
ン
 

ゴ
受
診
は
医
療
費
の
無
駄
づ
か
い
の
最
 

た
る
も
の
で
す
。
 

③
深
夜
・
休
日
・
時
間
外
受
診
を
避
け
る
 

深
夜
、
休
日
、
時
間
外
に
受
診
す
る
 

と
大
幅
な
割
増
料
金
を
と
ら
れ
ま
す
。
 

な
る
べ
く
平
日
の
時
間
内
に
受
診
す
 

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

，

一

 

三
三
三
三
三
三
三
一
」！
三
三
」
三
」
三
三
三
三
三
三I
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
主
 

と
、
ナ
ー
ス
の
姿
を
求
め
、
ホ
ー
ム
 

シ
ッ
ク
に
か
か
り
、
大
声
で
泣
き
叫
 

ぶ
患
者
さ
ん
の
手
を
取
り
、
体
に
触
 

れ
、
オ
ム
ツ
交
換
に
食
事
介
助
に
他
 

人
と
は
思
え
ぬ
感
情
が
、
そ
の
ぬ
く
 

も
り
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
り
、
胸
の
 

締
め
付
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
 

ま
す
。
 

私
ど
も
限
ら
れ
た
人
員
の
中
か
ら
 

快
よ
く
療
養
が
で
き
ま
す
よ
う
に
、
 

病
状
の
急
性
期
に
お
い
て
は
、
ご
家
 

族
に
ご
迷
惑
を
か
け
、
ご
支
援
と
ご
 

協
力
を
お
願
い
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

共
同
生
活
の
環
境
の
中
で
の
規
則
 

な
ど
固
苦
し
い
か
と
存
じ
ま
す
が
、
 

み
な
さ
ま
の
大
切
な
命
を
詫
さ
れ
て
 

い
る
病
院
の
責
任
と
し
て
、
安
全
管
 

理
に
万
全
を
期
し
、
時
に
は
き
び
し
 

い
態
度
で
望
む
時
も
あ
り
ま
す
が
、
 

そ
の
点
は
お
許
し
と
ご
理
解
を
お
願
 

い
い
た
し
ま
す
。
 

人
間
誰
も
が
強
く
生
き
、
弱
く
生
 

き
て
、
最
後
に
燃
え
つ
く
し
、
 
一
度
 

は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
生
の
 

終
末
を
思
う
と
き
、
医
療
チ
ー
ム
と
、
 

肉
親
を
思
う
家
族
の
み
な
さ
ま
と
心
 

を
ー
つ
に
し
て
、
信
頼
と
理
解
を
深
 

め
、
人
間
と
し
て
の
生
き
る
権
利
を
 

援
助
し
看
護
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
 

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
 

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

赤
池
町
立
病
院
婦
長
 

藤
田
 
春
枝
 

、
《
ん
，
 

，

一

 

洋
一
 

（
中
組
）
以
上
7
件
、
総
額
 22 

万
 

円
（
9
月
 14 

日
現
在
、
敬
称
略
）
 

※
葬
儀
に
際
し
て
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
 

た
香
典
は
、
社
会
福
祉
事
業
発
展
の
た
 

め
香
典
返
し
と
し
て
当
協
議
会
に
寄
贈
 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
申
し
 

上
げ
る
と
と
も
に
皆
様
の
ご
厚
意
に
報
 

い
る
た
め
、
 

一
層
事
業
目
的
の
達
成
に
 

努
力
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

雑
巾
 28 

枚
、
西
瓜
6
個
廿
全
日
本
同
 

和
会
婦
人
部
（
赤
池
）
〇
落
雁
9

』
ー
 

小
松
直
子
（
上
野
）
o

キ
リ
ン
レ
モ
ン
 

60 

本
廿
小
松
篤
生
（
上
野
）
〇
玉
子
 50 

個
井
小
松
鮮
魚
店
（
上
野
）
〇
み
か
ん
 

10 

ぬ
甘
持
永
義
光
（
赤
池
）
〇
衣
類
9
 

点
ー
高
盛
ハ
ッ
ョ
（
上
野
）
〇
衣
類
 52 

点
ー
八
島
洋
一
 
（
赤
池
〕
 

＝語ilい10片。福祉セ二無をーあ：；行毒機f 
【休館日】 

7日、10日、13日、15日 

20日、28日 

【福祉バス運行日】 

休館日及び祝祭日を除く 
毎日 

【仏教講演会】 

10月12日田 

午前11時から 

【演 芸】 

入館者へ自由に 

舞台を提供しま 

す。ご利用下さ 

い0 

【心配ごと相談日】 

8日、17日、27日 

午前10時から午後 

3時まで 

カギかけは家族みんなの合言葉一10月11日～20日全国防犯運動 

喝こががニザもザさジザぐFも・,ザニザもザもザもザ『ももザもザ方ザザAもももザ、もももさFも・凡ザザ、もももザザさメニぐ凡もこががメがルいメメドメみぐFさ‘さドメメメルさ‘4‘もい‘ぐメメメがが‘も 

工夫と努力で環境改善 10月1 日～7 日 全国労働衛生週間 
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行 政 相 談 を 

ご存じですか．ク 

行政相談制度は、あなたのために国が設けた 

制度です。 

役所などにかかわる仕事について、わからな 

いノこうしてほしいノどうしたらよいのか／こ 

れでは困るノなどのときには行政相談を利用し 

ましょう。 

10月13日から19日までは 「行政相談週間」 で 

す。 この機会に、 日ごろ持っているなやみや要 

望を申し出てください。 もちろん相談は無料で 

秘密は守られます。 

赤池町の行政相談委員は本町の岡田宗治さん 

です。（廿28一2 59 5 ) 

行政相談制度のお問い合せは、九州管区行政 

監察局ノ行政相談課へ（廿092-431-7081) 

合同巡回行政相談が行われます 

010月15日 ー 中尾生活館 

010月17日 ー 福祉ニセンター 

時間は、いずれも10日寺から15時まで。 15日に 

は行政監察局の職員も同席します。 

来年度新入学予定者C) 

健康診断・適性検査 

来年度小学校へ入学予定の子どもさんを対象 

に健康診断および適’性検査が次のとおり行われ 

ます。 

●該当者 昭和54年4月2 日から昭和55年4 月 

1 日生まれの人 

●上野地区 =11月8 日（金） 

●赤池・中尾・ili場地区一10月28日明）市場小で 

レ時間はいずれも午後1時より受付。 1 時半よ 

り検査 

※当日はスリッパをご持参ください。 

森林の立木の伐採には 

伐採届が必要です 

森林は、木材生産などの経済的機能とともに 

国土保全などの公益的機能を有して、手ll、たちの 

生活と密接に関わりをもっています。 

しかも、 これらの機能が一度でも損われると 

回復には非常に長い時間がかかります。 

このため、森才木の立木の伐採の実態をは握し 

適正な森才木行政を進めるため、森材こ法により伐 

採の届出制度が定められています。 

森林の立木を伐採しようとするときは、伐採 

届（保安林については伐：採許可申請） を知事あ 

てに提出してください。 届出用紙は下記に備え 

ています。 不明な点も下記へお問い合せくださ 

し、o 

赤池町役場産業振興課（廿28-2004) 

飯塚農林事務所林務課（"0948-23-4 146) 

男 
ら 情 
犀 
ひ 離 

『棚一 

皿
一
・
バ
抄
 

‘
肥
・
“
'
”
一
一
・
 

ィ～尋 

圏
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
 
無
料
で
す
。
 

お
気
軽
に
検
診
を
。
▽
 10 

月
9

日
困
田
 

川
農
協
赤
池
支
所
 10 

時
か
ち
 12 

時
▽
 10
 

月
9

日
困
市
場
集
会
所
 13 

時
か
ら
 15 

時
 

▽
 10 

月
 18 

日
園
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

13 

時
半
か
ら
 14 

時
半
▽
 10 

月
 22 

日
因
同
 

和
対
策
中
央
研
修
所
 13 

時
半
か
ら
 14 

時
 

半
※
 18 

日
と
 22 

日
は
老
人
一
般
検
診
と
 

同
時
に
行
い
ま
す
。
 

圏
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
▽
上
野
地
区
住
民
 

▽
 10 

月
 11 

日
団
▽
 13 

時
半
ー
 15 

時
ま
で
 

▽
老
人
ホ
ー
ム
▽
3
歳
以
上
 

圏
三
種
混
合
▽
 10 

月
 17 

日
困
▽
 13 

時
半
 

、
 15 

時
ま
で
▽
町
民
会
館
▽
生
後
 24 

カ
 

月
、
 48 

カ
月
 

圏
乳
児
保
育
相
談
▽
 10 

月
 21 

日
囲
▽
 10 

時
ー
 11 

時
半
ま
で
▽
町
民
会
館
▽
生
後
 

2
カ
月
、
 12 

カ
月
 

圏
イ
ン
フ
ル
工
ン
ザ
▽
上
野
地
区
住
民
 

▽
 10 

月
 24 

日
困
▽
 13 

時
半
ー
 15 

時
▽
老
 

人
ホ
ー
ム
▽
3
歳
以
上
 

圏
生
ワ
ク
チ
ン
▽
 10 

月
 25 

日
国
▽
 13 

時
 

半
ー
 15 

時
▽
町
民
会
館
▽
生
後
3

カ
月
 

、
 18 

カ
月
 

1・【m
」
【
】
滑
吐
小
賀
「
 

爵
 

園
在
宅
肢
体
不
自
由
児
（
乳
幼
児
）
母
 

親
療
育
講
座
▽
 11 

月
 19 

日
因
▽
9
時
 50 

分
ー
 15 

時
ま
で
▽
肢
体
不
自
由
児
と
母
 

親
 20 

組
▽
無
料
▽
申
し
込
み
廿
田
川
市
 

福
祉
事
務
所
福
祉
係
h
@
2
0
0
0
内
 

線
2
1
6

▽
締
切
日
ー
 11 

月
 10 

日
 

圏
合
同
会
社
説
明
会
▽
 10 

月
 14 

日
▽
 
13 

時
半
ー
 17 

時
ま
で
▽
対
象
者
ー
大
学
、
 

短
大
、
高
専
を
来
春
卒
業
す
る
人
▽
会
 

場
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
（
博
多
駅
前
 

2
の
 10 

の
 19 

）
▽
連
絡
先
廿
福
岡
学
生
 

職
業
セ
ン
タ
ー
云
0
9
2

(
7
1
4

) 

1
5
5
6

▽
入
場
無
料
▽
当
日
履
歴
書
 

持
参
 

柵

h
晶謝 

轟
 

圏
援
護
業
務
移
動
相
談
 

▽
受
付
相
談
 

事
項
ー
旧
軍
人
等
の
恩
給
に
つ
い
て
、
 

戦
傷
病
者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て
、
 

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
援
護
に
つ
 

い
て
、
旧
軍
人
の
叙
位
叙
勲
に
つ
い
て
 

中
国
等
か
ら
の
引
揚
者
お
よ
び
未
引
揚
 

者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て
、
な
ど
▽
 

10 

月
 18 

日、 

10 

時
か
ら
 15 

時
半
▽
田
川
 

市
役
所
3
階
大
会
議
室
 

'

‘

一

一

 
a
．《‘''' 

ー

》

●

●

一

 

圏
第
 17 
回
町
民
バ
ド
I
I
『
ン
ト
ン
大
会
▽
 

10 

月
 20 

日
▽
町
民
会
館
ほ
か
 

圏
第
 18 
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
▽
 

10 

月
 27 

日
▽
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
 

圏
第
2
回
町
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
▽
 10 

月
 27 

日
▽
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
 

圏
赤
池
町
統
一
秋
祭
り
▽
 10 

月
 12 

日、 

13 

日
 

圏
自
衛
官
の
募
集
 

▽
防
衛
大
学
校
学
 

生
廿
高
卒
（
見
込
）
 
21 

歳
未
満
、
 
10 

月
 

1
日
か
ら
 26 

日
ま
で
受
付
▽
自
衛
隊
生
 

徒
廿
中
卒
（
見
込
）
 
17 

歳
未
満
、
 
11 

月
 

1
日
か
ら
1

月
4

日
ま
で
受
付
▽
2
等
 

陸
・
海
・
空
士
ー
 18 

歳
以
上
 25 

歳
未
満
、
 

年
間
を
通
じ
て
受
付
▽
問
合
せ
先
廿
福
 

岡
地
方
連
絡
部
飯
塚
募
集
事
務
所
（
廿
 

0
9
4
8
1
2
2
1
4
8
4
7
)
 

筑豊自動車検査登録事務所 

10月21日から業務を開始ク 

筑豊地区の自動車の登録、車検が10月21日（月）から 

庄内町の自動車試験場のそばに開設された筑豊自動 

車検査登録事務所でできるようになります。 

廃車、名義変更の手続きもここで行われます。 

なお、登録のときに納める自動車税と自動車取得 

税は、隣接の福岡県飯塚財務事務所の分室で取り扱 

われます。 

手・足を使って若々しく 10月は体力づくり強調月間 


